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【論説】
中国のソフ トウエア産業に 人材育成おける
許海珠
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トウエア人材の育成システム
ソフトウエア人材育成における産官学の取り組み
リカとインドのソフトウエア開発と人材育成
おわりに
１．はじめに
1990年代以降，国の
ア産業は，政府，企業，
より，ここ数年の間，；
重点育成産業と して位置づけられた中国のソフトウエ
教育機関など関係部門の絶え間ない努力と取り組みに
数年の間，急成長を成し遂げた。いまは日本企業のオフショア開発
の重要な拠点になっている。中国をオフショア開発の重要な拠点として捉えて
いる外資系企業は，日系企業に限らず，最近は欧米系企業にも拡がっている。
外資系企業による海外オフショ ア開発拠点の拡大は，まさに､いまのソフトウ
エア開発のグローバルな流れを現していると言えよう (表ｌを参照)〔
また近年，とりわけ2000年以降，中国のソフ
幅に向上したこともあり，外資系企業のオフシニ
トウエア開発の技術水準が大
、オフショア開発形態も，これまでの単
スキルに応じて，比較的高い技術水準を
，多様化している。しかしその一方で，
・アナリストやプロジェクト・マネージ
純な下流工程を中心とした開発から、
要する中・上流工程の開発も行うなど，
上流工程の開発に欠かせないシステム
ヤーといった上級人材’ の育成はまだ十分ではなく， 不足状態にある。人材採
－１－
中国のソフトウエア産業における人材育成（許）
表１世界主要ソフトウェア・サービス企業のサービス分類（単位：億米ドル，％）
ソフトウエア売上高ｌ従業員数企業数 総収〆 ’
対全体比対全体比 対全体比対全体 比
ソフトウエアの 13.48 196,678 1２．１４2５７．４ 8．３２８ 6.4 2５７．４
シウトソーシング
1.317,481 81Ｒ，《テム 4３１34.412,575.9 83-1219 1．４６９．９ 7６－９７
インテグレーショ＄
Pフトウエアの 5.8 0．１７ 0．２８ 2.703 0．１７5.3１ ０．８
販売
52.091 3.224．２４ノフトワエアのアフター１３８ 30.4 9７．５ 3．１５ 811
･サービス及び教育訓練
３１２．４１１７．９１Ｕ5８１４．５１０．２４lq337｝0.39IＣＰ
3.04１８１．９９８１１．９７データカローＬ・保存。’９ 2.969１．４ 5８１7２
応用及び維持
電子商務 2１１１６．８１１５．２１０．４９１１３．５１０．７１１７，４９８１０．４６
0．２９インターネッ 1８．９ 0,99 4,6500.8１ 弧
プロバイダー
0.05１７３７１０．０５千の他 １１０．８ 0.03
1２５１１００13,092.61エ00’1,909.71１００11,620.1731１００合計
(出所)『中国軟件産業発展研究報告」(AnnualreportofOllinaSoftwarelndustry)、（2005年版)、Pm48。
壯界ソフトウエア企業５００強にランクイ注：本表で取り上げたソフトウエア・サービス企業１２５社は、
ンされた企業である。合計は筆者が計算し、追加したもの。
用面において比較的有利な立場にあると言われる欧米系企業でも， 上級人材の
全体的に不不足が生じており，上級人材は欧米系，日系，ローカルを問わず，
政府．企業，大学の教育機関など人材青足している。上級人材の不足問題は，
早急に取り組まなければならない重要な課成に関わるすべての部門にとって，
企業，そして，人材育成機構は，この課題にどのように取り題である。政府，
組んでいるのか。本稿では， その取り組みについて検討する。
－２－
中国のソフトウエア産業における人材育成（許）
トウエア人材の育成システム2．ソフ
(1)世界ソフトウエア産業における中国の位置
世界500強にランク インされている主要国のソフ トウエア産業を比較して兄
ると，世界ソフトウエア産業におけるアメリカの絶対的優位は極めて顕著に現
れている（表２を参照)。 ソフトウエア産業の中核を成すシステム ・ソフトウ
ウエア，組
組込みソフ
エア，ユーティリティ・ソフトウエア，アプリケーション・ソフトウエア，
み込みソフトウエア，ソフトウエア・サービス，ＩＣ設計のうち，
トウエアを除いて，アメ
ナダはシステム・ソフト
リカはすべての分野で支配的地位を構築している。 力
ウエアとアプリケーション・ソフトウエアを，イギリ
スはユーティリティ・ソフトウエア，アプリケーション・ソフトウエアとソフ
トウエア・サービスを，フランスはソフトウエア・サービス（王にはシステ
ム・インテグレーション）と組み込みソフトウエアを得意とし，日本はアプリ
ケーション・ソフトウエア（主に通信ソフトウエア）とソフトウエア・サービ
ス（主にシステム・インテグレーション）に強みを持っている。
表２ 世界５００強に選ばれた主要国ソフトウェア企業の比較 (単位：億米ドル，％）
ワフトウエア企業数 総収入 ソフトウエア収入 Ｒ＆Ｄ投入額 従業員数
対全体上Ｉ 対全体ﾋﾋ’｜対全体比 対全体 対全体比廿
アヌ］Ｉ－ｈ 4３７ 874 4.692.9 88.3 ９５月２．８２］ 1１８５３１１２１７．４ 5２５ 1.794.80 ６１７６６
ケナダ 2５ 5-0 0．４７ 2１６ 0.7 ｡ 【０］Ｚ４－Ｈ 0.5 15797 0.7
イギリヌ 1８ ２６ 4５－４ [１９ 4４．１ 13 ９ 0.7 3３．７２５Ｚ 1.4
イスラエノ１ ５ 1.0 ２４ 0.04 2.2 007 皿0２ ０，６ 1９２２ 0.08
フーテ、／え 0.8 1２１．２４ ２３ 0.6121.2 3.7 ２ ７ 85,408 3.7
日本 ４ B２Ｌ９ ６」 1９０４ ＲＲ 1５． ６IＤＮ 3.8 3４０．５２７ 1４５
オーストラリア ２ 0.4 ０．０７ ０．００ ００７ 6１０.[)(〕 ０．０２ 0．，０ 0.00
その他’１０１２０１１１０７９１２，’１０６５１ａｌｌｌ７ａ７１４Ｌ８１７０,272.4113｣）
合計’５００１10015,316.7110013,307.211001414.5110012.342.4131100
(出所）『中国軟件産業発展研究報告」(AnnuELlreportofChinaSoftwarelndustry）（2005年版)Ｐ､146。
注：その他と合計の項目は、関連データをもとに筆者が計算し、追加したもの。
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中国のソフ
韓国を上回り，
トウエア産業の場合は，ここ数年急成長し，その規模はインドと
アジアでは日本に次ぐ第２位となっている。 しかし，世界の先
発国と比べると， 中国は依然大きな遅れを取っている。 たとえばソフトウエア
)ソフトウエア産業は，の世界市場の４割近くを占めるアメ リカに比べて，中国のソフトウエア
(39.2％）ものの，世界市場に占める割合は平均成長率は他の国と比べて高い
まだ７％に過ぎない（表３を参照)。
表３主要国ソフトウェア産業の規模（単位；億ＵＳ＄，％）
世界｜米国ｌＥＵｌ日本ｌインドｌ韓国１中国
2000年ｌ庵業規模’5,960.012,400.011,860．０１５７２．０１８８．５１８３．２１７１．７
ﾋﾋ童1100.00140.20１３１．2０１９．６０１１．４８１１３９［Ｌ2０
成長率ｌ／ ／Ｉ／ ／１／’／
2001年ｌ産業規模’6,219.0120612011,980.0’６６０．５１１０２．３１９９．０１９６．３
比重’’00.00142,00’３１．８０１１０．６０１１６０１１．６０１１．５０
成長率１４．３１８．８１６．５１１５．５１１５－６１１９０１３４．３
2002年ｌ産業規模’6,965.0’2,797.012,159.0’７１２０１１２２．０’１６８．３１ユ33.0
比重’100,0’’40.16１３ﾕ.ＤＯＩ１０－２２１１１．７５１２．４２１１．９］
成長率112.01７．１１９．０１７．９１１９．３１０－７１３８１
2003年ｌ産業規模１７１４８０．０１２,967.012,248.01785.01160.01201.01193.0
比重’’100.00139.67１３００５１１０．４９１２，１４１２．６９１２．５８
成長率１７．４１６．１１４．１１１０．３１３１．１１１９，４１４５．１
2004年ｌ産業規模’7826.013,115.012382０１８３２．０１２２６．０１２０７．０１１３３５．０
比重’100.00139.80１１３０．４４１１０．６３１２．８９１２－６５１４２８
成長率’４．６１５．０’６０１１６．０’４１．３１３．０１７３．６
2005年ｌ産業規模’8,239,13,213.0’2.428.01855.01295.01213.01484.0
比重’100.00139.００１２９．４７１１０.3８１３．５８１１２．５９１５．８７
成長率１５．３１３．１１１．９１２－８１３０－５１２９１４４５
2006年｜産業規模18,750.0’’3,357.012,510.0’８６２０１３９７．０１２１５．０１６２１．０
比重’100.00138.30１２８．７０１９－８０１４．５０１２．５０１７．１０
成長率１６．２１４．５lａ４１０．８１３４６１０９１２８－３
(出所）中国軟件産業年鑑「中国軟件産業発展研究報告』（"AnnualReportofChinaSoftware
[ndustry”）2005年版２４０，２００６年版Ｅ41,2007年版PL57のデータに基づき筆者作成。
2004年の一部データにおいて、2005年版と2006年版の数字が一致していないが、注 それは２００４
年１２月の第１次全同経済センサーで、２００４年のＧＤＰ数値が上方修正されたからである。 本表
の２００４年のデータは、 2006年版のデータを使用。成長率は筆者が計算し追加したもの。
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中国のソフトウエア産業における人材育成 (許）
(2)ソフトウエア人材の育成システム
中国のソフトウエア人材の育成は，主に大学・研究機関，ソフトウエア学院，
職業技術学校，民間の教育訓練機構， 各種資格認証プログラムによって行われ
ている。中でも，大学と研究機関の役割が際立ち，４分の３に上るソフトウエ
ア人材がそこから輩出されている。中国には，４年制正規大学701校，３年制
専科大学1,091校，
そのうち．コンビ
民間及び社会人大学252校と， 計21044校の大学があるが．
ピュータ・ソフ トウエアの専門学科を設置している大学が513
枝、 ＩＴ関係の専門学科を設置している大学が964校あり， 1,500校近い大学が
=，専門的にソフト
ー国家モデルソフト
ソフトウエア及びＩＴ関係の専門学科を設置している2)。 また，専
ド，「国ウエア人材を育成する専門のソフ トウエア大学，例えば、
ウエア学院」
近年，ソフ
も３５ケ所設置されている
トウエアと関係する専門分野を学んだ大学の卒業者数は， 年平均
２０～３０％の比率で増加し，ここ２，３年は，年平均約47万人のソフトウエア人
材が供給されている（表４を参照)。しかし， 教育的な資格と企業側が求めて
いる人材との間には従来からずれが生じており， 学校教育によって育成された
人材が企業側のニーズに応えられない場合が多い。 つまり，大学と研究機関が
ミング）には対応できてい育成する人材は，初期段階の業務
るものの，ハイレベルの実務業務
ジメントなど）には対応できてい
(例えばプログラミング）
(例えばシステム分析やプロジェクトのマネ
ない。現在， 企業側が必要とする人材は，初
ではなく，外国語に堪能で，シ期段階の業務向きの初級人材 (プログラマー）
ステム分析やプロジェクトのマネジメ＞
このような上級人材不足は，中国のソフ
ﾄ能力が求められる上級人材である。
トウエア企業のグロー バルな展開を妨
げる大きな阻害要因となっている３１。
以下，ソフ トウエア人材の育成システムにつし $て見てみよう。
①大学・研究機関，ソフ
上述したように，200［
となっているが，そのう
トウエア学院及び職業技術学校
'2005年末まで，
そ ち．７割以
中国で設置されている大学の数は２０４４校
7割 上の大学（1477校）がコンピュータ・サイ
－５－
中国のソフトウエア産業における人材育成 (許）
ソフトウェア関連専攻の卒業生及び在校生数表４
在校生卒業生
2004年１２００５年１２００６年１２００４年１２００５年１２００６年
ソフトウエア専攻
38,090080.710 150.933 20.9617’一二一回へ□ 17,500 24,782
5６，５６６14,001 43,874 51,437大学院 79796 11.249
75,931 214,992学部 51,3275.542 683] 4０．３７１
109.3428２１４９6.702 26,338155,73 Ｚ専科 4162
３５ヶ所の
モデルソフトウエア学院
60.00031句６８３ 5４，４８５5.467 10,500合計 6201
20000※26,599大学院 2,400 3.500 1４．９４３2.516
40POD7-000 16.740 2７．８８６掌部 3.685 3.067
ノフトウエアの関連専攻
13.546.9341，９９２，４９７合計 329,1861269,368 6６８５０５ 1，７０９，１８４９．１８６
65,50834.65215.307 23.580大学院 4１１４０ 1５，７８３
1,039,275240.938 LO42911 Ｌ166.185学部 183.7091262,537.709
79Ｌ660 L2420151専科 642,69241,337 1２７，５６２ 4１２．２６０
職業大学のソフトウエア
専攻及び関連専攻
／ ノ合計 162,063ノ6６．７９７
／ソフトウエア専攻 19,5841,491
ソフトウエアの関連専攻 ／ ／1４２．４７９65゜306 ノ
(出所）中国故件産業年鑑『中国軟件産業発展研究報告』（AnnualreportofOhinaSoftwarelndustry）
2005年版Ｅ97,2006年版、51-56,2007年年版Ｐ,68-71のデータに基づき筆者作成｡
注：※は工学エンジニア修士の数を指す③
トウエアなどのＩＴ関係の専門学科を設置していエンスやコンピュータ・ソフ
る。モデルソフトウエア学院トウエア も2001年に設置されて以来，学生数が年々増大
計11688人の卒業生を送り出している。2004年と2005年を合わせて，し， 局
フトウエア学院トウエア人材の育成を目的に作られたモデルソ度な実用型ソフ
は，実用型ソフ トウエア人材の育成に一定の役割を果たしている。
６
Ｌ|｣国のソフトウエア産業における人材育成（許）
⑳民間の教育訓練機構
民間の教育訓練機構は，大学・研究機関に比べて，
ある。民間の教育訓練機構は．実用型のソフトウエ
その役割はまだ限定的で
ア人材の育成，例えば，ソ
フトウエアの販売やアフター サービスの技術的支援などの業務に従事する人
材の育成に重点を置いていそ そのため．ソフトウエア開発やプログラマーの
育成は殆ど行っていない。民間教育訓練機構に よって育成された人材に対する
評徽価はその時々のケースによ って異なるが，全体的には高くない。もちろん，
北大胄鳥，釘
み、社会から
銀河．ＮＩＩＴ（表５を参照） のような－部高度な人材育成にも取り紺
定の評価を受けている民間の教育訓練機構もある しかし．こ
うな一定水準に達している民間の教育訓練機構はまだ少ない。のよ
③各種資格認証プログラム
各種資格認証プログラムは，ソフトウエア企業が国内外の大学，の大学，科学研究機
ウエア人材の育成を関及び育成訓練機構に． 企業が必要とする実川刑のソフト
委託するのが主な特徴である。この形態のメリットは，需要と供給との間に生
ずるミスマッチを「産学連携」を通して有効にコントロールできることにある。
近年．そのメリッ ﾄが徐々に産業界に認識されるよ うになり。ソフトウエア企
業が大学や研究開発機関と協力して， ゾフトウエ ア人材の育成に取り組むプロ
ケトが増加するようになった（表６を参照)（
表５ 民間の主要ソフトウェア人材教育訓練機構
北大青烏ＡＣＣＰ認証 神州数砺ソフトウエア・エンジニア認証
ＮＩＩＴ認証（インド） 東軟ＮＣＳＰ認証
瑞通ソフトウエア・エンジニア認証 北京連邦ソフトウエア学校
市科院軟件所（ソフトウエア）教育訓練センター｜銀河インターネット教育センター
北京ＣＡＩソフトウエア教育訓練センター 北京ＩＨＩ試（ＢＴＥＳＴ〕
中国ソフトウエア業界協会教育訓練センター｜｜新東方職業教育センタ
(出所）中国軟件産業年鑑『中国軟件産業発展研究報告」（AnnualreportofChinaSoftwarc
1ndustry）（2007年版）Ｐ,121
中国のソフトウエア産業における人材育成 (許）
表６産学協同人材育成プロジェクト
中軟総公司が中国科学院研究生院ソフトウエア学院に50名の実用型ソフトウエア・エンジニ1．
アの育成を委託‘
2」アメリカIBM公司と山東大学が共同で｢山東大学一IBMソフトウエア人材育成基地｣を創設。
教育部が「長城計画」を実施し、ソフトウエアの人材育成、技術開発をマイクロソフトと中国 ソフト「フエ３ Ｉ Ⅵ
含む協力計画に調印し、２億元の投資を実施ＩＦ調印Ｌワイi苛予の枠替宕
Oracleが中国向けに設計したOracle大学インターネット学習センターを設置〔４．
学院を創設Sybaseと北京航空航天大学が共同でSybaseソフトワエア学院を画l｣鼓。５
(出所)中国軟件産業年鑑『中国軟件産業発展研究報告」(AnnualreportofChinaSoftwarelndustry）
(2005年版)、Ｅ99。
以上で述べたように， 中国のソフトウエア人材の育成システムは， 主に北京
大学や清華大学など大学による学歴教育， 企業と各種の民間教育訓練機構によ
る非学歴教育． 両者の間にある国が設置した専門的にソフ トウエア人材を育成
する専門のソフ トウエア学院の３つの部分に分けられている。
海外のＩＴ先発国では， 企業が必要とする技能型人材の育成が技術訓練と職
業教育を通して行われる場合が多く， そこで教育訓練を受けた人材の実践的能
力は非常に優れている。中１
の蓄積が十分ではないため，
難である。
中国の場合は， 技術訓練と職業教育におけるノウハウ
自力でハイレベルの人材を育成することはまだ国
①ニーズ対応型の人材育成
ニーズ対応型の人材育成には， 地域対応型とグローバル対応型の２つのタイ
ﾌﾟがある。
ア地域対応型の人材育成
地域対応型の人材育成には， 主に日本向け開発の人材育成と欧米向け開発の
人材育成の２つのパターンに分かれる。ここでは，北京市を例に，日本向けソ
－８－
中国のソフトウエア産業における人材育成（許）
北京市には，日本向けソ
向けソフトウエア開発人
トウエア開発の人材育成への取り組みを見てみる。フ
ー７ 日本
)００人は必要と言われている。
フトウエア学院と'~I-I国科学院
して，日本向けソフトウエア
フトウエア人材の育成基地」
トウエア開発を行っている企業が150社あり､
推定では少なくとも5,000
中同科学院研究朱院ソフ
村の需要度が非常に高い‘
そのニーズに応えるべく,
と連携して，日本１
向けソ
遠隔教育学院は巾関村ソフトウエアパーク
日本 フ開発人材を専門的に育成するための
を創設した。
また．北京市の科学委員会とソフトウエア促進センターは，1土，日本|可けソフト
計画｜を打ち出した。
日ソフトウエア輸出
60％以上の対日輸出
:。しかし，近年の日
凄まじい勢いで伸び
其'可で「対日人材双千計画’ウエア開発の一層の促進を目指し，
対Ｒ業務向け人材をＬＯＯＯ人育成し，対 ソ具体的に．毎年．
額が1000万米ドルを超える輸川企業に対し支援を行う
年成長率を達成するといったことがＨ標と て定められた。
ウエア開発人材に対する北京市のニーズは，本向けソフト
ており．「双一 対日業務向
刊4)へ
で設定した１０００人程度の人材育成計両では，｢双千計画」
新たな人材育成戦略が問われよけ人材不足を解消するには程遠く，
グローバル対応型の人材育成「
中国のグローバル人材に対するニー海外企業との協力関係が深まるにつれ，
中国もグローバル対応型の人材育成に取り組まなズはますます高まっており，
グローバル対応型の人材育成に向けて，ければならない時期に来ている。近年．
中|菫l側と外資系ソフトウエアの人材育成訓練機構が協力して取り組むケースが
増えている（表７を参照)。世界的影響力を持つインドのソフトウエア人材の
教育訓練機構のＮｌｌＴ（NationallnstitutcoflnformationandTechnology）は，
すでに中国の北京，犬津，上海，広１１１などの地域で，ソフトウエアの人材教育
国家外国専門家局と大連交通大学， 大連ソフ訓練プログラムを実施している〔
共同でトウエアパークと鉄通公司も高度なグローバル人材の育成を目指して，
大連に「同家ソフトウエア人材育成訓練（人連）基地」を創設し，教育カリキ
ノフトウエア教育や専門家による講義などを積極的に取コラムに海外の優れた、
－９－
中国のソフトウエア産業における人材育成 (許）
外資との提携によるソフトウェアの人材育成訓練プログラム表７
提携相手：中国教育部高等学校コンピュータ・サイエンス及び技術指導委員会とマイクロソフト（中国）公司
lﾌﾞ：容：“揚帆H+画，,：中国の大学生を主要対象に、大学生のソフトウエア修学旅行ソフトウェア綾:+コンクール及び学国司
列技術識|坐などを含め、一連の活iUI｣を行う鰯教師の育成:111柿も同３１両のもう一つのエな活動とする。マイクロソ
フト（LlIl卦）がH－１軒して5,0ｺﾞiziの大学若二E教師に諭し封吉illll続弄行う+'四 出費して５００名の大学:若手教師に対し教育Hll 棟を↑］
提携相手：天大天財株式有限公司とインドＮＩＩＴ
内容：提挫して‘憶ＮＩＩＴ－天人天財情報技術有限公司,,を設立し、インドの先進的なニンピュータ・ソフトウゴアの教育モデ
Ｌ及び管理経験を導入して、全国でコンピュータ・ソフトウエアの教育育成訓練を展開する。年内10のセンター
支部を設立できるよう努力し、毎年３．０００人のＮＩＩＴの認証寅格をもつソフトウェアのプログラマーとエンジニ
ア詮捧成し、３～５年内で１００のセンター支部を作る，
提挑相千：北東科技研修学院とＡＩＩＴ（アジア情報技術学院）
３１内容：提携してアプリケーション・ソフトウエア開発ﾘﾉﾆ門科月を設匝する。ＩＴ職業機会教科（GlobeCareerOpportunities
ＧＣＯ）を選んで、中国の学生に対Ｌ教育訂||純を行う．ＧＣＯカリキュラムはＡＩＩＴが提供した国内唯一の理論教育
と実践教育を有機的+r結合させた教科計l山iであぞ
提携相手：中国敷育電子公司とアメリカのカーネギーメロン大学
１１１ﾉ]容５提携モデルはＯＥＥＣ技術教育センターが凶|ﾉ]一流の専門家・教授を招いて講義を担当してもらい、授業は中国語と英
語の両言語で行い、学生に良質の教学サービスを提供する。学生は試験を受けて、アメリカのカーネギーメロ
犬 詮ＣＴＥが発行するコンピュータ・プログラマーまたはソフトウェア・システム開発エンジニアの簡格認証を収
得することができる。
提携相手：中国科学院とアメリカのカーネギーメロン大学、マイクロソフドアジア研究院
勾容：提挽してＭＳＥ修士人学院を設立し、全面的にアメリカのカーネギーメロン」<学のソフトウエア・エンジニアリング
修上課程の設画体系及びマイクロソフトのソフトウエア・エンジニアリングの管理理念を導入して、中国の
トウェア・エンジニアリング修士の養成モデルを構築する‘
提携相千：中国教育部国際司とインドのInfbsvs社（2005年）
６１内容：中国教育部国際司とインドのInfbsys社が協同でソフトウェア人材を育成する。具体的に、毎年Infbsvs社が１００名100名
'人学生を受け入れて、１年間Infbsys社で実習させ、その中でソフトウエア及び関連知識を学ば[fる゜これは中ば‐‐g教育部が初めてインドのＩＴ大手と合意したIＴ人材育成の協司プログラムである
出所）中国軟件産業年鑑『中国軟件潅業発展研究報告」（AnnualreportofChinaSoftwarclndustry）
(2000-2006年版）のデータに基づき繁者作成。
－１０－
中国のソフトウエア産業における人材育成 (許）
り入れ． 教育内容の充実をはかっているく
⑤海外への派遣研修
中国の国際人材交流基金会は，2004年， 国家火炬センター，中国のソフト
ウエア協会と共同で，４回にわたり，
海外に派遣した。３回はアメリカに
ソフトウエア人材の海外訓練班を組織し，
１回はアイルランドに派遣した。派遣し，
リカヘ派遣された３つの班は，それぞ１それぞれが「IEEEの上級ソフトウエア.Ｊ〈、
ゾ
ア
エ
ジニアの認証を目指す育成訓練班｣， ~上級ソフトウエア・エンジニア向け
「アメリカのソフトウエアパークの専門人材を目指す育成訓練班」 (中長期)，
建設及び発展を学ぶ育成訓練班’ という課題を持ってアメリカに派遣されたｃ
｢上級ソフトウエア・エンジニア専門人材をアイルランドに派遣された班は、
目指す育成訓練班」の課題を持って派遣された。
在も継続されている。
海外派遣研修プログラムは現
トウエア人材育成における産官学の取り組み3．ソフ
(1)
ソフ
政府の取り組み
トウエア企業の技術水準の１回｣ｋをはかるため， 各地方政府は，企業の
0ＭＭ認証活動への取り組みに対し， 積極的な支援を行っている (表８を参照)。
０ＭＭ認証を取得した企業は年々増加している政府の支援と企業努力により、
(表９を参照)。
（２）ソフトウエア学院の取り組み
ここでは，北京航空航天大学ソフトウエア学院（以下ＢＵＡＡソフトウエア
学院と略称する)5)の事例を挙げる。
中国のＩＴ人材を育成する重要な役割を背負い，フトウエア学院は．ＢＵＡＡソ
2002年に，
応用ソフト
政府の指定を受けて設立された。 カリキュラムの中には日本向け
中国国内では，日本向けソフトトウエア開発の専門学科も設置され，
－１１－
｢１１国のソフトウエア産業における人材育成 (許）
表８ 地域ごとに実施されるＯＭＭ認証取得奨励策の内容
都市名｜’奨励策の内容
北京｜’ソフトウエア開発のアウトソーシング企業がＣＩｖｍＩａＣＭＭ４、ＣＭＭ５の認証を取得した
場合、それぞれ３０万元、４０万元、５０万元の奨励金を交付する
上海ｌＬＣＢ皿１３，０ＭＭ４，ＣＭＭ５の認証を取得した企業は、所定の審査・手続き
をパスすれば、支援金として、それぞれ４０万元、６０万元、８０万元の現金
を受け取ることができる，
２－ＩＳＯ認証を取得した企業は、所定の審査・手続きをパスすれば、２万元の支
援金を受け取ることができるこ
ｋ連’政府による奨励政策が打ち出されている。
成都’ＣＭＭ２及びCIvmll2の認証を取得した企業に対し、２０万元を、ＣＭＭ３及
びＯＭＭ１３以上の認証を取得した企業に対しては３０万元を支給する。
杭州１１．０ＭＭ２，ｃｍ１３，０，m１４，０ＭＭ５の認証を取得したソフトウエア企業の主
要経営者に対し、それぞれ２０万元、３０万元、４０万元、５０万元の奨励金を
支給する｡
2．「漸江省のソフトウエア産業専門資金管理暫定弁法」を制岸し、それに基づきＯＭＭ認証
を取得した企業に対し、「プロジェクトの立ち上げ貸付資金」を与える形で支援を行う［
3．「杭州市“情報港，,産業発展プロジェクト援助管理弁法」を制定し、それに基づきCnnuI
認証を取得した企業に対し、「プロジェクトの立ち上げ貸付資金」を与える形で支援を行う.
南京１０ＭＭ及びOLnllの認証に対する明確な奨励規定はないが、科学技術要用の中から一定の
芝援を行っている。２００４年、関連企業に対し計４５万元の支援を行った。
藩陽’０ＭＭ２以上の認証を取得した企業に対し、２０万元を支給する
深ｉＪ１１１政府による奨励政策が打ち出されている。
珠海１０ＭＭ認証を取得した企業に対し、等級に関係なく一律５０万元を支給する。
1Ａ州’ISO9000またはＯＭＭ２以上の認証評価を通ったソフトウエア企業は、市の科学技術行政
宅管部門に「認証評価費用」の申請をすれば、岐高でそれぞれ５万元と３０万元を受け取る
二とができる。
西安１１．ＣＭＭ２、CnmII3、CIInNI4、ｏＭＭ５の認証を取得した企業に対し、それぞれ１０〃元、２０
万元、３０万元、４０万元を補助金として支給する。
2．ISOI9000品質標準システム認証を通った企業に対し、一定の補助を↑
(出所）中国軟件産業年鑑『中国軟件産業発展研究報告」（AnnualreportofOhinaSoftwarelndustm）
(2005年版)、Ｐ,194［
1２－
中国のソフトウエア産業における人材育成（許）
表９地域別ＯＭＭ認証の取得状況
北京｜上海||広東｜斯江’四｣[lil遼寧｜山東｜西安｜江蘇｜芸南ｌ合計
０１１１０｜Ｏ’Ｏ’０’１４１２８CＭＭＩ Ｈ１４
４１０１０１２１０１ユ７ｍＭｉＭ５ ４１５ ﾛ
2004, １１０１０１１１０１１２CLnhu4 ２１４１１３１０
ＣＭＭ３ 2２１２２１１５１３１１１８１５１１１４１２１７３
合計’３６１３１１１１３１４１３１１４１５１１１７１２１１０６
ＣｎｎＩ２１５０１０１１３１６１０１６１１１ 1ＵＩ８８
全体合計’８６１３１１１６１１０１３１２０１１６１２１８１１２１２０４
ＣＭＭ３
以上取得2005日 1０５１４５１１２６１６１７１２６１１１ ６１４１１FWI
(出所）巾国軟件産業年鑑『中国軟件産業発展研究報告」（AhnualreportofChinaSoftwarE
[ndustrv）（2005年版)、E189／（2006年版）Ⅱ47。
ウエア開発教育を行っている数少ない教育機関である（
｢１－１国の巾でも偏差値の高い理工系大学として‘ＢＵＡＡソフトウエア学院は，
各力面からの期待が非常に高い〔 R本向け応用ソフトウエア開発，'1-1には， lＣ
設計b｣，ソフ な営業販売とプロゴトウエアの高度 Ｅクト・マネジメント（ソフ
コンピュータ・ゲーム設計、トウエアＥＭＢＡ)，ソフトウエア品質とテスト，
情報セキュリティーなどのエンジニアリングとマネジメントソフトウエア。
専門学科が設置されている。カリキュラムは，理論教育と実践教育（企業実習）
が同時に実施できるように編成されている。以下，ＢＵＡＡソフトウエア学院の
主要専門学科について見てみよう。
①ＩＣ設計の専門学科
には。まずソフトウエア産業と'+１国の情報産業がHf界の先進レベルに近づく
産業の質的な発展を成し遂げなければならないに 現在のLP回の[０（集積回路）
国内半導体産業の世界IC市場に,}｢める：ＩＣ崖業の発展状況を見ると，
(2005年）は．わずか２５％７
に〒,
筐家電，国産携帯，
すべて外同産であ
わず である、しかも．現在の大型国産家電，
ンピュータの核心部分に便わｵしているＩＣチップは！国産．
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中国のソフトウエア産業における人材育成（許）
まず，優秀な人材を多く育成し，人的資こういった状況を改善するには，る。
中国は2010年にはＩＣ設計士25万人が必要である源を確保する必､要がある。
現在のその数は４，００人も満たない。ＩＣ設計やマイクロと言われているが，
壜層少なく，年間修了者は300する大学院生の数はケスを専門とエレクトロニ
人もないと言われている。言うまでもなく，科学技術の振興を国策として掲げ
ＩＣ設計の専門人材の不足は深刻な問題であり， 早急にている中国にとって，
取り組む必要がある。 ＩＣ設計の専門学科はこのよう な背景の下で設置された。
カリキュラムの編成においては，ＢＵＡＡソフトウエア学院とアメリカのFTU
(マイアミフロリダ州立大学）が共同で，中国とアメリカの両方の学位を取得
この教学課程は，中国国務院
と位弁「2002146号文）から
できるダブル修士学位の教学課程を立ち上げた。
2002年６月（学学位委員会の正式な批准を経て，
のダブル修士学位課程の開講は2003年１０月に正式にスタート
スタートし，簾
生徒を募集し，
第１期目した。
した。第１期目は９１名の
また，優秀な学能には３０
敗科課程を通して．ＩＣ分
第２期目は翌年2004年の秋にスター 卜
授業はすべて英語で行われている仁
学生たちはこの教科課程を通し ，万元以上の奨学金を提供している。
力の先端教育を受けることができる と同時に，マ野で世界をリードするアメリ
(MSBE）と北京航空航天大学が発
(ＭSSE）のダブル修士号を取得す
リグ州立大学の電子工学修士号イアミフロ
エンジニアの修士号行するソフトウエア
ることができる。
カリキュラムは． られる。２段階具体的に予科学習と学位課程の２つに分け
ケ月の間にすべて完了させ なければならない。のカリキュラム内容は１８－２０
授業はすべて英語で行う。予稲
時に，電子工学，コンピューツ
う。学位課程の学習段階では，
設計，電子工学関連などの101
３ヶ月間の英語強化訓練を行うと同で行う。 科学習では，
コンピュータ．ソフト ＩＣ設計基礎などの授業も行ソ ウエア．
中国とアメリカのダブル学位の科目として， IＣ
そのうち
はアメリ
子工学関連などの１０科Ⅱ とＩＣ設計の実践教育が行われる。
リカのFTU教授が北京に来て授業を行い， 残りの科目
編成では，アメリカ
ラムの狙いは，学生
の６科}|はアメ
力と中国のIC分野の専門家が担当する。 カリキュラムの編成では，
の教育大綱と教育モデルを取り入れているに このカリキュラムの狙いは，
－１４－
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う端のＩＣ知識を学ぶ機会を提供し， 世界に通用する人材を育成するに世界最引
ことにあるという。
また，この教育カリキュラムに対し，
電子株式有限公司（ⅥATechnololEUes鈩
アジア最大のＩＣ設計企業である威盛
が教育訓練に必要なＥＤＡ実験室，Technologies，ｍｃＪ
実習場所などのハード施設及び30万元以上の奨学金の提供を行っている。
いくつかの１０多国籍企業が
邑科の募集対象は，理系の犬
実践の中でＩＣ設計を学べるようの他にも学生が
同学科の募集対象は！研究プロジェクト／製品の提供を行っている。
それ以上の学歴を持つものに限る。は大学院修士を終了したか，車また
②日本向け応用ソフトウエア開発専門学科
中国国内唯一正規の教育機関で設置された日本向けソフトこの学科は． ウエ
Ｒ本人の專ア開発を専門に学ぶ修士課程である。講義は同分野で活躍している
門家を招いて行う。この学科の特色は，専門知識に限らず，日本の企業文化，
幅
』ても理解を深めることに力を入れ，ルなど日本社会の全般につし設計スタイ
日本に対し正しい認識を持った広い視点で日本をとらえ，授業を進めている。
を学ぶようにカリキュラムを編ソフトウエア開発の技術やマネジメント上で，
学生たちは直接日本の一流企業に行って教育実習を行う。また．成している。
BUAAソフ｜
学金の提供，
の日本企業と，就職の斡旋，奨
実,験室の共同建設。ソフトウエ
NECなど１０数社トウエア学院は、
ＩＴ専門家と日本語教師の派遣，
学生たちの日本での実習などの項目アのオフショア開発プロジェクトの提供，
学生たちの実践的な応用力の育成に力を入れている。において合意し，
2004年，ＢＵＡBUAAソフトウエア学院と日本のKinsoft公司，ロ本海埠国際株式
u立システム公司との間に交わされた，吉東システムサービス公司，会社，
に基づき，１２名の学生が日本の日本企業の教育実習生の受け入れ合意」
20名の学生が日本富士技術有限１０名の学生が日本のＩＳＪ公司，KinsofL本社，
公司，１０名（ ンピュータシステム管理有限公司で実習を行った。１０名の学生が日本．
2003年秋に入学してきた６０余の学生の中からも， すでに８０％以上が日また、
本の大手企業で実習することとなった。
－１５－
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学習環境では，マイクロゾ
がオラクルのデータベースを，
ソフ ﾄが日本語Windowsの操作システムを， oracle
NTTデータが総合日本語教材を提供している。
なお，
る。１
60席以上ある日本向けソフ トウエア開発専用の実習室も設置されてい
また，同学科の学生には，ＢＵＡＡソフ
奨学金の他に，ＮＥＣの日本本社，富士通，
トウエア学院が提供する100万元の
中訊ソフトウエア集団（ローカル
大手） が提供する奨学金も支給されている。
日本向けソフトウエア開発の中で，まず乗り越えなければならないのは言語
の壁である。中国のソフ
殆どできない。しかし，
グ企業とでは，日本語が
トウエア開発要員の多く 'よ英語はできるが， 日本語は
日系企業または日系のソフ トウエア・アウトソーシン
できなければ， コミュニケーションをとることは殆ど
不可能である。 うな実際問題を考慮し，このよ 同学科ではカリキュラムの編成
において，専門知識の他に，日本語の語学教育（初級，中級，科学技術用語等）
も強化するようにした。ＢＵＡＡソフトウエア学院は，この分野を専門とする学
生の到達目標を， '３ヶ国の言語が 自由に駆使できるソ フトウエア開発人材’
と定め． その目標に向かって日々の教育を行っている。
同学科は． 優秀な人材を育成することに一定の成果を収め。 国内外から高い
､当たり２０社以評価を得ている ｡最初の卒業生57名の大学院生（修士） －人当たり２
中国国内の発展に
1±，
上の企業から内定を受けるなどその優秀さが際立っている。
寄与すること を希望し，中国に帰国した－部の学生を除き，９５％の学生が， 曰
本のＮＥＯや富士通,RICOH,NTTCOM， Klnsoft等の大手企業に就職している「
③高度なソフトウエア営業販売とプロジ ト・マネジメンント専門学科
アンケート調査を行っ
エク
中国国内のソフ トウエア専門家及び企業家を対象に
た結果，ソフ
クトマネジ
トウエア企業が現在最も必要とする人材を， 上位順に，プロジェ
販売のマーケット戦
査結果とは逆に．外
･マネジメント，ハイレベルのマネジメント， 営業・
この調 果とは逆に，略に精通する人材と答えた人が多かった。 しかし，
国語に堪能で。 一定の専門知識を有し， かつ世界に通用するプロジェク ﾄのマ
ネジメント理論と方法が分かり， 高度な営業と販売のマーケット戦略を描ける
1６－
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高度なソフトウエア営業・販売7)とプロジ
こういった人材不足を補うことを目的に設
人材が現在は極めて不足しているｃ
エクト・マネジメント専門学科は，
置された。
同学科は，ＢＵＡＡソフトウエア学院とアメリカのカーネギーメロン大学の公
共政策と管理学院（CarnegieMellonUniversityHeinzSchoolofPubncPolicy
andManagement）及びアメリカのプロジェクト・マネジメント学院（Project
の相互協力のもとで設置された 中国初の高度なManagementCoUegel)ＭＣ)
ソフトウエア営業・販売とプロジェクト・マネジメント・エンジニアリングの
修士（EMBA）課程である。
カーネギーメロン大学のソフトウエア・エンジニアリング研究所（OMU
SEI-SoftwaTcEngineeringlnstitute）とコンピュータ・サイエンス学院（OMU
SCS-SchoololComputerSclence）は，コンピュータとソフトウエア・エンジ
ニアリング分野で， １８年間連続世界１位の座をキープするなど｡ 同分野で圧
倒的な力を誇っている世界有数の教育 ･研究機関である。現在，同際評価標準
となっているＯＭＭは，ＣＭＵＳＥＩが構築したものである。ＯＭＵ－ＰＭＣは，世界
権威として認められているアメリカのプロジェクト・マネジメント協会
の主要組織メンバーで．モトローラやマ(Project ManagementlnstitutePMD
ＳＡＲＧＭなど多くの著名企業にプロジェクトのマネジメントなイクロソフト，
どについて提案を行っている｡
学位課程の学習は４つの部分に分かれ， 計40単位と営業・販売の実習が含
まれる。ｌ単位を１６時間で計算し，
ラムの４つの部分は，具体的に，
最後の修士論文は６単位とする。 カリキュ
，具体的に，①は，ア
｢ＩＴプロジェクト・マネジメント修士課程」
t，アメリカのＣＭＵとＰＭＯが提供する
課程」の６科目を，計133時間で履修す
英語で授業が行われる。取得単位は８単教材はすべて英語教材を使用し，ろ，
位とする。②は，ＥＭＢＡのコア科Ｈを履修し，１３単位を取得する。③は，基
礎理論とソフトウエア技術関連の科目を履修し，１３単位を取得する。④は，
英語の強化訓練カリキュラムを設置する。ただし，単位認定は行わない。
応募条件には，学士学位をすでに取得し，ＩＴ企業または大手企業のＩＴ部門
1７
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で企業のマネジメントやマーケット営業 ･販売．プロセス ･マネジメント，製
3年以上経験した企品またはプロジェクト・
業の社長，プロジェクト
項が付されている。上言［
マネジメントなどといった仕事を
マネージャーまたは相応の業績のあるものという要
上記の条件に当てはまらない場合は。合は，企業または同学科の
応募資格を与える。英語力顧問企業の専門家による推薦を受けたものに限り．
では，「書ける，聞き取れる，読める，話せる」が同時に求められるハイレベ
ルの語学運用能力が要求されている。
BUAAソフトウエア学院は，すべての学科において，３分の１科日の授業は
原文で行われ（例えば，
業は２つの言語（中国弓
原文が英語の場合は英語で授業)． 3分の２科目の授
i土，約５割の教師（中国語と原文）で行われる。教師陣の学歴は，約５割の教
が博士号を取得している。また，外国籍及び海外で博士，修士号を取得した教
師は45％を占め，
以上では，主要
原文言語による授業は彼らが行っているという。
主要専門学科について述べたが． その他の専門学科のカリキュラ
ム編成も主要専門学科と同じよう な特徴を持っているｃ散を持っている。ＢＵＡＡソフトウエア学
そしてそれに相応するカリキュラムは，院が設置した専門学科及び専門科目，
学校教育の現場でも， 理論知識と実践的能力の両方を兼ね備えた人材が育成で
きるよう， これまで学校教育で軽視されがちだった実践的能力の育成に特に童
点が置かれ，今後の成果が期待される（
（３）外資系ICT研究開発機構8)と人材育成
①現状と特徴
近年，外資系ICT（InformationandCommumcationTechnology情報通信技
術） 研究開発機構の中国進出が目立っている。 北京市を例に見ると，現在ある
200社の多国籍研究開発機構のうち！ lOO社以上がICT分野の研究開発機構で
ある。
多国籍企業による研究開発機構の中国進出が拡大傾向にある背景には、 多国
籍企業のグローバル戦略の中における中国の重要性が高ま ったことが挙げられ
ろ。事実， IBMが中国で設立したIBM中国研究開発センタ _は，同社がグロ
－１８－
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世界主要戦略拠点として，世界の主要地域に設立した５大一バル戦略の中で，世界王要戦Ｉ
技術開発センターの１つである。 国で設立した中国研究センターインテルが中
同社が世界主要地域に設立した４つのマイクロ処理器研究実験室の１つで，'6，
太平洋地域では同社初の研究開発セン ターである。アジア。
海外に設置されている多国籍研究開発機構の機能は主に２つある。 1つは，
グローバル・マーケット向けの研究開発である。その場合，ｌｕ界末要な戦略的
現地の資源優勢を活かしな地域に設置されている研究開発機構はそれぞれが，
がら，互いに協力して「内部分業体制｜を
体で享受しながら，世界に普及させていく
邪分業体制｜を構築し，研究開発成果をグループ全
普及させていくことを目的とする。もう１つは，現
この場合，研究開発は現地マーケットへの対応に重地向けの研究開発である。
ﾄに投入される。’+１国に設置研究開発の成果も主に現地マーケッ点が置かれ、
されている多国籍研究開発機構の場合の主な機能は後者であるが， 前者のよう
卜向けの研究開発を行っている多国籍企業も一部あマーケヅなグローバル
る。
北京に設置されている４６社の外資系IOT研究開発機構について見以下では，
てみる。まず，４６社のICT研究開発機構の特徴として，６つの点が挙げられる。
第１に，主な投資主体はアメリカと日本である。調査対象となった４６社の
両者の合計が全体の６５％を占めうち，アメリカ系が19社，日系が11社と，
ている、
多国籍ICT研究開発機構の中に独立の企業法人形態をとっているも第２に，
のが少ない。
多国籍企業
２は，多国
第３は，企
る゜調査対
多国籍ICT研究開発機構の組織形態は． 主に３つある。１つは．
第２は．の在中国子会社組織の中の１つの部門と して設置されたケース｡
籍親会社の研究開発センターの支部組織として設置されたケースこ
科学研究機構の協同体制によって設置されたケースであるく業と大学
(全体独立の企業法人形態をとっていたものは９社象となった４６社のうち，
の２０％）で，残りの3７
いた。
(よ非企業法人の組織形態をとって残 ３ 社 (全体の８０％）
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多国籍研究開発機構が非企業法人の組織形態をと っている理由として，次の
っては生命線であり，知的
菱し，技術優位をグループ
点が挙げられる。 技術と研究開発は多国籍企業にと
財産権を保護しなければならない。 知的財産権を保護し，
として持続的に保つには， 技術の移転をグループ内部にと どめる必要がある。
技術研究開発に対する指揮権を直接親会社に置き，そのためには，
含め，グルー
研究開発を
プ全体に対し，親会社が直接なコントロールができるような仕組
みが必要となる。非企業法人の組織形態は，親会社による内部コントロールを
〈機能させられる利点があうま それに対し，独立の企業法人の場合は．親る。
会社のコントロールが効きにくい特徴がある。
人の組織形態を望む理由もここにある。
資本形態では，独資形態（単独の資本形態）
多国籍研究開発機構が非企業法
をとる企業が多い。調査対象と
なった46社のうち，
おり．合弁形態はズ
全体の９割以上を，'iめる４３社が単独の資本形態をとって
たったの３社（６％）である。単独の資本形態を好む理由も
上述した非企業法人の組織形態を好む理由と同じで， 基本的には知的財産権の
保護や親会社本部に二よる直接な． ロールを維持することによン卜 て，技術の
外部への流失を防ぐことにある。
第３に，多国籍研究開発機構には， 優秀な人材が多く集まっている。 調査対
象となった46社の例を見ると， 11,600人の従業員のうち，9,300人が研究開発
要員で， 修士と博士号の取得者は全体の40％を占めている。
第４に， 研究開発への資金投入が積極的に行われている。 多国籍ICT研究開
莞機構の研究開発への資金投入の対売上高の比率は平均22.2％である。 中国
のローカル企業の場合は， 国内IT100強にランクインされたIＴ企業 (2004年）
も１４．７％であっても， 研究開発への資金投入の同比率は平均４％で， 最高でも
にとどまっている。
第５に，多国籍研究開発機構は， 科学技術及び教育資源が集中している地域，
例えば，
ている。
１８社（;
北京の場合は中関村科技パークと中央商務区 (CBD）に多く設置され
-ク（全体の50％）に，
実に９割以上がこの地
。調査対象の46社のうち，２３社が中関村科技パーク
(39％）が中央商務区（CBD）周辺に設置され．
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域に集中している。
第６に，現地マーケット向けのローレベルの研究開発が中心である。もちろ
地場企業との協力体制を構築し， コア部分の技術開発にも意欲を見せる多/し，
国籍ICT研究開発機構もある。 IBM,マイクロソフイクロ ト，ＢＥＡは北京市政府と
を交わし，ＩＢＭによる中国Linux解決｢戦略的協力関係の構築に関する覚書」
方案協力センター，マイクロソフト
トエンジニアリング院を設立した。
点を北京に移し始めている。
による技術支援センター及びマイクロ ｸﾞーフ
BpA公司も一部のコア技術製品の開発拠
②問題点
第１に，現地マーケッ
術の研究開発が少ない。
ﾄ向けの実用型研究開発が多 ハイレベルのコア技、1
中国にある多国籍研究開発機構の研究開発は、 基本的に現地マーケ ソト向け
)行われの実用型研究開発が主であるため， 先端の． ア技術の研究開発はあまＩ
在中某多国籍ICT研究開発センていない、 ターの例を見ると，と，技術特許の
在中国研究開発
うに，在中国の
なく．すでにあ
９０％以上が親会社の研究開発センターで開発されたもので，
センターが開発し，特許を取得したものは１％もない。このように，
ＩＣＴ研究開発機構の研究開発は，先端のハイレベルなものではなく、
る現地人材でも対応できる水準のものであるため， 多国籍研究開発機構は自ら
階研究開発機構が。現地人人材を育成する必要性を感じない。 多国籍 ，
人材の招膀，採)Ⅱ，教育訓練と
そのため，
材の育成に積極的に取り組むケースは少ない。
いった業務は，基本的に地場企業に任せている。
第２に． 、的財産権を含む技術移転の進展が遅い。
多国籍IOT研究開発機構の組織形態が， 非企業法人の組織形態が主流である
ため，研究開発の成果，すなわち，
する仕組みになっている。その芯
親会社のコントロールにより大き
ある。
知的財産権はすべて親会社が．＞ トロール
ため，地場企；
り大 く制限され，
地場企業への技術移転，特にコア技術は
技術移転が全般的に遅れがちで
2１
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今後も非企業法人の組織形態が主流を成せば． 技術移転の進展はあまり望め
ないだろう。
(4)外資系企業の取り組み9１
外資系企業R-Z社の事例を取り上げる。ここでは．
R-Z社は，1990年代の半ばに，日本のＲ社から９割，中国のＺ社から１割の
出資を受けて設立された。日中合弁のソフトウエア企業である。資本金は，
1.5億円で，売上高は約18億円，従業員数は600人あまりである。
Ｂ市に設置されている本社の他に，ＳＡ市とＳＨ市にも開発センターが設けら
れている。業務内容は， Ｒ社及びＲグループ会社からのソフ トウエア開発と保
組織構造は，発注
本朴がオフショア
守の受託である。 事業の殆どがＲ本社に依存しているため。
側であるＲ社に合わせる形になっている。 現在のところ， Ｒ 社 ，
開発を進展させたい意向を持っているため、 R-Z社のＲ本社からの受注は順調
に増えている。しかし，
つまでも，Ｒ本社へのイ
人材の流動化や為替変動によるリ スクを考えれば，い
ぃ。したがって，今Ｒ本社への依存度を高くしておく訳にはいかない。
後は。中国の国内マーケッ ﾄを積極的に開拓する必要がある。 そのためには，
中国のローカル企業との連携を深めたり， これまで以上に優秀な人材を育成し，
獲得していくことが必要となる'0)。
R-Z社は，社員教育，人材育成において，どのように取り組んでいるのか。
以下で見てみよう。
ＲＺ社のエンジニアは，
した社員は，すぐにはソ
殆ど中国現地で採用した中国人である。 新規に採用
フ トウエア開発に投入できないため， R-Z社は社員教
育・研修に力を入れている。
社員教育は，新入社員，若手，グループ・リーダー及び主任，管理職を対象
と した階層別教育と全社員向け教育に分けて行われている。 いずれも，技術教
青，日本語教育，一般教育からなる。 一般教育では，新人向けには，ビジネス
若手向けには，文章作成（ｅラーニング）
ﾅには，文章作成（ｅラーニング）と課長
マナーや品質管理等の基本事項を，
を，グループ． リーダー及び主任向けには，
－２２－
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図１Ｒ－Ｚ社の教育体系
呰千 ＧＬ－主、 晋理職新ノ
部審査委員碇hｌISO9001:2000版品質基礎 咽
品質 ｢ＴＲＯｇＯＯ１含津）
l教育ＣＭＩＭ
謂発工程Ⅲ|孫工程
i品両ゾフ｝AOTS教育:|岡開発実習
テスト技術、 銃計技術教育
技 札】ｎｍＬＵＭＬ万祝HomePagclf
Ｃ十十
AdvaT1cedJaba、JavaOne術 定ノロ
jａｖａ
ＯＳ
Stomge、ｏｒ*cle、SQLServerＵｎｉｘ
ⅢiT111賀
Ｋ３１ＨＰ癖ＵＸＷ２教
Ｏゼキュリティー戦略.ＮＥｍＮＵＪ／２ U(０品端技術
二口
プロジェクト管理初級 BＯＫ解説）〔ＰＭ
ﾁﾞロジヱク
ナロジェクト管理ITT組 約、見積技法契
卜管理
ＲＰＪ管理中級）
管理外院
｜…十日本語 級会,j臼同後半。本語初級前l半
会話能/J診断化口本語教青
会話力傾注化新人ロ本語
短期集中
「 ｕ本語中級１
こつの習慣Ｉ 課長候補者研修新人入社教育一般教育
出ブ(品面、他
卜礎（ｅラーニング) 課長研修虻章作成一些礎の世
(出所）Ｒ－Ｚ社の提供資料
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候補者研Ii参を，管理職向けには，７つの習慣，リーダーシップ，
青．訓練を行っている。技術教育では，品質，開発工程，プ「
ツプ，課長研修の教
，プログラミング・
新人，若手，グルーOS,先端技術，プロジエク
プ．リーダー及び主任，瘡
ている（図ｌを参照)。
全社員向け教育では，旨
の開発言語能力の向上，
ﾄ管理の４つの段階に分けて，
管理職に対し、 それぞれに相応する内容の教育を行っ
まず，技術教育として，ＶＢ，qJava，Ｃ＋＋，、NET
日本語能力の向上（教育と育成)，品質意識の向上
(出荷検査による管理） などを中心に教育訓練を実施している。
プロジェクト・
品質管理，プロら
きるプロジェクト
開発リーダー，
えず変化していく
リーダー向け教育では， 日本研修による業務ノウハウの習得，
ﾌﾟロジェク ﾄ管理手法の習得，日本語でのコミュニケーションがで
リーダーの育成を目指し教育訓練を実施している。
中堅管理層向け教育では，リーダーシップと影響力教育．絶
ズに迅速に対応できる能力の育成を目指す。〈顧客のニー つま
企業経営及びビジネスのあり方の学習などを通して．り， 世界に通じる現地管
理者の育成を 目指して教育・訓練を実施している。
社員向け教育プログラムの中には，国内研修，海外研修．出張なども教育訓
練の一環として盛り込まれている。2003年時点で，すでに100名以上の開発
要員が日本で４－１８ヶ月間の海外研修を受け，
わせると，その数は353人にのぼる。
2002年と2003年の２年間を合
また， R-Z社は２００５ 年度の取り組み方針として， 社員のやりがいへの呼応，
技術専門職コース，
作りでは，部門組１１
社内人材公募等の新人事資格制度を導入し， 活力ある組織
部門組織をコンパクト化し，管理者と主任．担当者間のコミュニケ
－シヨン能力の向上をはかることを打ち出し 今後も優秀な人材の育成と確保
を目指して， 様々な面で積極的に取り組んでい <姿勢を示している。
以上で述べたように，R-Z社の社員向け教育は，新人向けから管理層向けま
で，教育プログラムが細かく編成されている。また，日系企業の最大の弱点と
言われる「管理層の現地化の遅れ」
組んでいる。
の問題にもR-Z社は積極的に対処し１ 取り
－２４－
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アメリカとインドのソフトウエア開発と人材育成4．
（１）アメリカのソフトウエア開発と人材育成
①現状と特徴
世界のソフトウエア産業は，競争と再編を経て，グローバルな分業構造を横
簗している。ソフトウエア分野において， 基礎からコア技術までのすべての領
域で，世界をリードし，
によると，アメリカの
最先端の技術を持っているのはアメ リカである。統計
年125％の成長メリカのソフトウエア産業は，1990年代以来，年125％
率（GDP成長率の約２５倍）で発展している。アメリカ商務省の報告によると．
トウエア関係の業務（ 二従事する従業員数が 1998年の８０７万 人に対し、ソフ
2005年には300万人に拡大しているという｡ 2002年，アメリカのソフトウエ
ヒ界全体のソフトウエア総売上高
きく上回った。2005年もアメリ
ア産業の売上高は約2,800億米ドルとなり，世 全体のソフ
の40％を占め，ＥＵの３１％，日本の１０％を大
力は世界全体の総売上高の３９ ％を占める 3,213億米ドルの売上高を達成し，
アメリカの独占的地位は現在も続いて いるlnc
世界ソフ
トフォーム
トウエア産業の先端技術におけるアメリ 力の独占的地位は， ブラシ
積極
世界
オ ム技術とコア技術の開発に多額の研究開発 (R&D）投資を行い，
的 に先端技術の開発を進めた結果によっても たらされていると言えよう。
トップテンにランクイ ンされているIＴ企業の研究開発投資を見ると． マイク
ロソフト，ＳＵＮ，Oracle9
iLぞれ売上高の163％，’
今後，アメリカ市場で，
－用ソフトウエア，無線１
Compaqの研究開発への資金投入は，ＩＢＭ，
9.7％．
IIB そ
6.0％，５８％，５．４％，３．０％を｢[了めている12)『
ニーズが多く見込まれる分野と して，セキュリテイ
トウエア，顧客管理- 無線応用ソフトウエア，
ソフトウエア（CRM）が予想されている。
電子商務ソフトウエア｡
ソフトウエアオフ シヨア開発の世界市場の牽引役は． アメリカ，欧州と日本
である。アメリカ国内のソフトウエア市場の年間規模は1,400億米ドルと言わ
れるが，そのうちの２０％がオフショア開発によるものであるという。現在，
－２５－
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アメリカのオフショア開発の主な発注先はイ ンドである。
アメリカのオフショア開発の特徴は．ソフ トウエアの開発工程全体を一括し
て発注する形態が殆どである。 つまり，発注側は，受注側に対し上流工程の
内容である要求分析及び解決案の提案から中 下流工程のシステム設計，詳細
設計，モジユ
ンテグレーシ
めている。し
準，保護能力）
い｡とりわけ，
ュラプログラミングの実
ヨン，納品，アフター
ｸﾞの実現，仕様書の変更，テスト，システム・イ
･サービスまでの全工程ができる能力を求
たがって．ソフ トウエア開発の受注側に対する開発技能， 管理水
護能力及び商務， 法律の国際的適用能力などについての要求が非常に高
開発人員の規模に対する要求が厳しく、 プロジェクト開発の周
期も比較的長い場合が多い。要するに，受注側には，一定の企業規模と大型プ
ロジェクトの開発経験が求められている。しかし，現在の中国のソフトウエア
産業の実力からすれば，このような厳しい条件をクリアできる企業は少ない。
中国がアメ リカのオフショア開発市場開拓で苦戦して（ 喝要因もここにある。
②アメリカと日本のオフショア開発の違い
ソフトウエア開発は，上流工程，中流工程，下流工程の３つの工程に分かれ
アメリカと日本のオフシる。 ヨア開発のやり方には大きな違いがある。 上述し
たように，「アメリカ式」のオフショア開発の特徴は，開発工程全体を一括し
て発注するが，それに対し，「日本式」のオフショア開発は，開発工程全体を
一括してではなく，開発工程を上流，中流，下流の３つの部分に分けて，その
中の一部分を本体から切り離して発注するケースが殆どである｡ その流れは．
まず日本のソフトウエア企業（ソフトウエア開発ベンダー）が顧客（最終ユー
ザー）から開発業務の委託を受ける。受託側のソフトウエア企業は，委託され
た業務に対し，開発工程を細かく分解し，そして，人員需要が多く，技術水準
に対する要求が低い加工型業務， つまり，ソフトウエア開発の下流工程（プロ
分について，低コストの国に発注する。したグラム，コーテイン
がって，日本はアメ
ィ グ）の開発部分について，
リカほどに受注側に対する企業規模や技術水準への要求が
高くない'3)。中国のソフトウエア企業が比較的容易に日本のオフシヨア開発市
－２６－
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場に参入できた要因はここにあろう。
③オフショア開発を行う際に考慮する要因
ウエア及びＩＴ企業がオフシ ヨア開発を行う際，発注先を力のソフトアメリ
選定するときに考慮する要因として，政府支援の度合い，インフラ施設，コス
トの優位性，文化的包容力，英語の運用能力，アメリカのプロジェクトに関わ
った経`験の有無，プロジェクト・チームの規模，アメリカ現地における支援体
コントロール及び品質のマネジメン ﾄ能力，営机プロジェクトのプロセス
業販売能力，政治及び戦争リ スク，知的財産権保護の度合い，健全な法律シス
教育及び人的資源の供給能力などが挙げられ,条件の厳しさが伺われる。テム，
この中でも，品質管理，コストの優位性，
重視されると言われている'4)。
従業員規模と英語の運用能力が最も
ＩＤＯ予測では，アメリカのオフショア開発市場は，今後も引き続き拡大し，
その規模が2007年には，2004年の４倍に達するという。特に，大手ソフトウ
エア企業の場合は，ソフトウエア開発の量が多いため，Ｒ＆Ｄやソフトウエア
:するという。
が多いため，Ｒ＆Ｄやソ
シヨア開発の方式で委託した方が，
メリットがある。ただ，近年，途
の保守業務などを人件費の安い海外にオフ
コスト競争力の視点から見ても必要であい
上国や新興国の人件費コストが上昇傾向にあり， オフシヨア開発がコストダウ
〈なると予想され．オフション一本釣りの戦略だけでは，ビジネス展開が難しくなると予想され，
ア開発に適する業務の選別や遠隔地管理システムの構築などを含めた包括的戦
略の構築が必要となろう'5)。
(2) インドのソフトウエア開発と人材育成
インドのソフトウエア企業は，近年のソフ トウエア開発のグローバル化の恩
目覚ましい発展を遂げている。恵を受け，
国に及び，
トウエア輸出は１００ヶインドのソフ
そのうちの６２％は北米向け輸出である。 世界ソフトウエア500強
にランクインされている企業のうち． 200社に上る企業が，インドで研究開発
んでいる。インドは英語を話せる科学技センターを設立し，研究開発に取り組んでいる｡
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高い技術力と英語力を持つ人的資源の存在がイ術者が世界２番目に多い国で，
ンＦの諾争､勺侭付'|年キイ､ナームﾄﾞの競争的優位性をもたらしている‘
リカから多くの受注を受けているインドは，オフシヨア開発で．アメ アメリ
力企業の品質に対する要求が高いこともあり， つねに高品質の製品を作り出す
ための努力を行っている。現花
がISO9001評価認証を取得し，
証を取得している。また，Ｐ－Ｃ
現在， インドでは175社を超えるソフトウエア企業
50社の企業がＳＷ－ＯＭＭ３レベル以上の評価認
ＭＭ及び６
取り組みも多くの企業で行われている'6)。
シグマ（SixSigma）の認証に向けた
現在，‐
が20％）
しているｃ
トウエア産業の従業員数は３０万人 (男性が８０％，女性イン
で，
ドのソフ
大学は毎年， エンジニアリングを専門に学ぶ学生を９万人育成
民間の教育訓練機関も大体大学と同じ規模の人材を育成している。
上級人材はインド でも不足している。 ハイレベルの人材不足を補うための対策
として，インド政府はインド情郭
Technology）を創設した。しかし，
ﾄﾞ情報技術学院（Indianlnstitutesoflnfolmation
これで人材不足が完全に解消きれたわけで
はな〈， 今後も追加対策が必要と思われる。
人材不足を背景に，イン ﾄﾞでも人 付の流動化が激しく， 退職率は二桁に達し
トウエア業界の人材流失率は１ている。ソフ
ＴＣＳ，Ｗｉｐｌ
練センター７Ｆ
2％－３５％になっているという。
Wipro，Satyam，InfOsysは，人材育成と確保を目指し，自社の教育訓
ター及び学習センターを設立し，Ｎ１１ＴとPentafourは，高度なＩＴ人材
の教育訓練プランを作成し，
多くの企業は，人材を引き
生活環境の改善，海外研究
時手当，貸付と娯楽施設の；
優秀な人員を選んで教育訓練を行っている。 また，
止めておくために， 学習機会の持続的提供，仕事と
と派遣，
と娯楽施設の提供。．
業績と連動する賃金・手当制度の実施， 臨
提供，ストックオプション制度の提供，遠隔地学習
支援，キャリア支援など様々な取り組みを行っている。
事に従事する従業員の平均年齢は２６５歳とインドのソフ トウエア関係の仕
若く、 年輩の社員に比べてマネジメン ﾄが比較的難しい｡い。なぜなら，若年層の
将来の目標や青写真が明
に左右されやすい。対策
従業員の場合は， 短期的利益を追求する側面が強く、
確に定まっている場合も少ないため， 利益誘導・
2８－
誘惑 されやすい。
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として，多くの企業は，
に限定せず，従業員のＩ
従業員に対するマネジメントの範囲を， 仕事業務のみ
従業員の個性や社会. 家庭環境への対応にまで拡大している。
ﾄﾞは多様な人材育成体制 力構築を目指し， 長期的に3,000ケ所の'－１｣学校，
ルのマイクロ・コンピュータ
、ウェア・エンジニアは約１８
イン
500ケヶ所の学院，160 ケ所の大学で，異なるレベルのマイ
の専門課程を設置するという。 毎年大卒のソフトウエア
万人である。2003年，／
し．その規模は当時アメ
エンジニアの数は６５万人に達インドのソフトウエア
リカに次ぐ世界第２位であった」
インドのＩＴ産業が成長した理由として， 業界の中で技術に対する徹底した
従業員の教育・訓練に平均収益の約４％が充てられている教育訓練が行われ，
輸出仕様モデルに対して従来から競争ﾉJのある価格と品質を確立させてこと仁
｢垂に顧客に接するという 文化的な背景を持っているこ と。英語のきたこと。
政府のイニシアチブにより．語学運用能力が高いこと。 良好なビジネス環境が
整ったことなどが挙げられている。
インドのＩＴ産業は、 ここ’数年の間に急成長したに 初期のころは，プロダ
クトを一括して受注すングの受注と輸出が主であったが， 現在はプロジェフミ
るケースが増えてきている「 顧客との間に信頼関係を築く鍵は． 如何にして顧
ﾄﾞのIＴ業界は客のニーズを的確に理解し， それを実行するかであるが， ｲン
ンの用件で顧客のニーズを理解することができ、必要なソフトウエア，デザイ
それが顧客からの評iilliにつながり、 いまは顧客に対し戦略的インプッ を提仏
トもできるレベルにまで成長している，するビジネスコンサルタ＞
市場競争の中で成功を収める 二とのできる企業というのは,ユーザーの情報，
ニーズに対し，的確に理解し， それを実現している企業である「 インドのIＴ
業界が高度なビジネスコンサルタ 卜と してのスキルを開発し伸ばすことがで
きたのも， つねに顧客のニーズを考え， 顧客に対して満足のできる製理解し、
品やサービスを提供できたからであるl５ｌｃ
－２９－
LP国のソフトウエア産業における人材育成（許）
おわりに
中国のソフトウエア企業は，長年にわたり国内ニーズに依存してきたため．
国際市場を開拓するための努力をしてこなかった。 それが結果的に，中国のソ
トウエア企業の優れた品質管理やプロジェクトのマネジメント方法などを世フ
界から学ぶ機会を少なくし，先進国へのキャッチアップを遅らせてしまった。
現在の問題点として，主に３点を挙げる。
第１は，企業規模が小さく，
業の多くは，従業員数が100
規模経済が形成されていない〔 ソフトウエア企
人以下'9)で， 1,000人以上の従業員を有する企業
は別数社，
250社（う
3,000人以上は数社しかない。 北京市を例に見ると．北京市には
50社（うち，「中国ソフトウエア欧米輸出プロジェクト」の試験企業が26社）
を超えるソフトウエア輸出企業があるが，従業員が5000人を超える企業．年
間売上高が50億元以上に達する企業は１ 社もない。’0億元を超える企業も１１
意元から’０億元の間にある。輸出額
;傑倫．中訊．NEC-CASなど)20)にと
社に過ぎず，多くの企業の売上高は、 '億 １ にある。卿
(安傑倫，中訊，NEC-CASなど)20）(） １０００万米ドルを超える企業は８社
どまっており，経済規模の小ささが見て分かろう
第２は，多くのソう
ているものの，顧客業ｉ
型プロジェクトに対し，
トウエア企業は， 技術レベルにおいては一定水準に達し
顧客業務のコンサルティ ング能力には欠けているｃ 大の
卜
「
こ
ク
つまり｡
包括的な解決案を提案できる能力が欠けている｡
状況は， 大型プロジェクトの受注を困難にし， それがまた，大型プロジコ
のプロセス管理や品質管理のノウハウの蓄積， グローバルな商慣習や文化に対
する理解，多国籍企業向けソ
環になっている。
フトウエア開発経験の蓄積を遅らせる など, 悪循
第３は，ソフ トウエア人材は量的に 'よ拡大しているものの､ 質的には依然多
外国語に堪能で，〈の問題を抱えている。とりわけ，グローバルな水準に達し，
高度な専門知識
る。
,技術を有するマネージャークラスの人材不足が特に深刻であ
－３０－
中国のソフトウエア産業における人材育成（許）
トウェア人材の量的な拡大が質的な向 上にはつながらなかつでは，何故ソフ
たのか。その主な 大学教育機関と産業界が求める人材との間につねに原因は、
産業界の企業の立場からすれば， 利益を出すことが前ずれがあるからである。
提であるため，当然な’ 具体的な問題解決能力を求める。然ながら人材に対しては，
つまり，産業界は教育制度に対して，知識尺 そして働く姿勢や心構え
一方の学術界の教育機関
知識やスキル，
を備えたプロを育成してくれることを期待している。
理論的な整合性と一般論の解決を求める塾'1（}よ学問の追究が目的であるため，
従来から難しい課題である両者をどうマッチングさせるかは，
現在すでに発生している人材需給のしかし，この問題が解決されなければ，
この問題の解決には，産学協同体制の確立とスマッチ問題も解決できない。、
これについてはインドと韓国の取リキュラムの改革が必要であるｃ大学教育力
り組みが参考になろう。
インドのＴＣＳ社の場合，
－ンシップ制麿一教師
産学協同体制の構築に向けてグローバルなイン 夕
_ ップ制度，教師のための能力開発プログラム（ＦＤ：Faculty
Developmcnt)，ソフトウエア・エンジニアリングに基づく問題解決のための
最優秀学生ブロ
ーソフトウエア
上級管理職と各機関の長との定期的会合，公的ウエブサイト，
ジェクト賞，従業」ト賞，従業員のためのオーダーメードの修上プログラム，
スキルに関する業界からのゲストレクチャー，学界のカリキュラム改訂作業へ
学界関係者が産業界で働くための休暇待遇制度の導入などを行い， 効の参加
果を上げている…。
韓国の場合は，ＩＴ人材の需給ミスマッチ， 、上級人材の不足などの問題に
2006年に４つの主要政策23)を打ち出した。 その政策の中には．対応するため，
産業界のニーズに応じた大学学部課程のカリキュラム改革の実施が含まれてい
キュラム改革が進められるかはこれから検討される。具体的にどのようにカリ
ると思われるが，１つの意見と して，例えば，カリキュラムを，コンピュー
i基本カリトウエア分野の基礎知識を習得する一般的な必修コー スの夕・ソフ
キュラム」 スキルを
ラム｜の
ソフトウエア分野における特殊な知識，とコンピュータ
ﾄから構成される「上級カリキュラム」習得する応川コース及びプロジェク
－３１
中国のソフトウエア産業における人材育成（許）
2部構成に編成する案が提案されている酸)。
ソフトウエア産業の特徴は，
争が激しい。2004年，アメリ
新しい技術の誕生サイクルが短く， 企業間の競
plesoftを，力のOracleが１０３億米 ドルでPeoplesoft
Oiscoが6,500万米ドルでProtegoを合Symantecが135億米ドルでVeritasを，
併し，また，ＩＢＭがSRDを，MicrosoftがGiantを買収した。世界ソフトウエ
ア企業500強のリストを見ると分かるように破産や合併、淘汰などにより，
ﾄの順位が毎年大幅に入れ替わっている。 2002年に世界ソフトウエア企リス
業500強にランクインされた企業のうち，
企業は７２％25)で．他の産業（例えば製追
その後も引き続き５００強に選ばれた
で，他の産業（例 造業）に比べ，明らかにIＴトップ企業
視点を世界から中国国内に移してみても同じ傾向が兄らの順位変動が激しい。
れる゜北京市のソフトウエア企業を例に見ると，2002年，売上高が1,000万元
を超えた大中型ソフトウエア企業数は414社であったが，2003年には245社，
2004年には更に減少し,175社となった。なお｡３年連続で大手ソフトウエア企
業に選ばれた企業は42％261にとどまり，
このような激しい競争の中で，成功を
企業間競争の激しさが見て取れよ う。
功を収めるためには，人材育成を積極的に
かつ人材を流失させず確保できる制度構築が必要である。行い，
２５％の税率に一本化する企業所得]から中国は国内外企業ともに2008年１ １
中国はこれまで外資誘致を経済成長を実現する税（法人税）法が実施される。
ための原動力とし，外資優遇政策を実施してきた。３０年間に渡り実施してき
たこの政策は大きな成果を収めた。 しかし一方，外国資本の過度の増大は，不
動産バブルを引き起こしかねな いというマイナス要素をはらんでいるのも事実
中国政府はこれまでの外資を一律優遇してきた政策を見直し，である。そこで，
外資企自国資本の産業高度化に向けて外資を選別する方|口｣へ政策を転換した。
業の安価な労働力をテコに中国を世界への輸出拠点として活用する従来の手法
は通用しなくなりつつあり， 外資企業は次の成長段階に向けて長期的な戦略と
人材育成を強化する必要がある。ビジョンを持って．
主に中国国内のソフトウエア人材の育成システム と多国籍ICT研本稿では，
究開発機構及び外資系企業の人材育成体制について検討してきた.外資系企業
3２－
中国のソフトウエア産業における人材育成 (許）
の事例ケースとして取り上げた日系企業は， 現地人材の育成に積極的に取り組
んでいた。これまで，日本企業では昇格が難しいため，優秀な人材が集まりに
くいという難点を抱えていたが，最近はそれを克服するために，昇格を含め．
ｱ形成ができるよう新しい人事制度を導入し始めたｕ系企業が増えてぃキャリ
｢新人事資格制度」の導入も優秀本稿の事例ケースで取り上げたＲ－Ｚ社のる、
な人材の昇格に道を開く制度である。 2006年に丸紅の中国現地法人が導入Ｌ
ﾄﾞ昇格が可能な人事制度27）も現地の優秀な人材を育成し、た三段跳びスピ
確保するために導入した制度である。
多国籍ICT研究開発機構の場合は， 研究開発が現地市場しかしその一方で，
スキルの低い現地人材でも｝分|ﾛ｣けの低水準のものが中心となっているため、
対応でき註
はまだなく．
多国籍ＩＣＴ研究開発機構が， 現地人材を育成する必要そのため．
人材育成には基本的に取り組んでいない。
注
ｌ） 許海珠「'-1-1国の日本向けオフショア開発」国士館大学政経学会編『政経学部創
立４５周年記念号Ｉ（成文堂2006年）を参照きれたい。
､+'四軟件産業発展研究報告」2）中国軟件産業年鑑
Softwarelndustrv,,）
(“AnnualReportofChina
2006年版．Ｅ５１，
許海珠「中国のソフトウエア産業の現状と人的資源管理」□木三秀編著『チャ３）
イナシフトの人的資源管理］（曰桃書房2005年）を参照されたい（
｢北京軟件産業発展藍皮舎2005年」（"BlucBookofBcjUmgSoftwarelndustrJj４）
Deve1ol)IIlellt2005"）Ｐ１００
北京航天航空大学ソフトウエア学院についての記述は「北航軟件論壇」（BEI－５］
に掲載された内容を参考にまＦＪＡＮＧＳ〔~)FT｢ＷＡＲＥＦＯＲＩＪＭ）Ｊｌｌｌｖ２００４Ｖ()ll1IIle2
とめたものである。
6）ｌＣ（lntegratedCircuit,集積|口|路）は，半導体基板上にトランジスタを複数個ま
とめて作り．特定の働きをする電気回路を１つの部品にまとめたものである
その規模（集積度：トランジスタの数）により，種類がSSI（SmanScalelC，
小規模集積回路)，ＭＳｌ（MediumScalelC，中規模集積回路)，ＬＳＩ（LargeScale
lO，大規模集積回路)，ＶＬＳＩ（VeryLargelC，超大規模集積回路)，ＵＬＳＩ（Ultra
LargeScalelC，超々大規模集積回路）に分類されている，
7）近年のソフトウエアの常業・販元は，単純な製品の営業・販売から徐々に高度
－３３－
中国のソフトウエア産業における人材育成 (許）
なサービスの営業･販売へと移っている。それに伴い，営業･販売スタッフの
レベルもこれまでと異なり，専門家や管理層も営業・販売に深く関わるように
なってきている。高度な営業・販売という言葉はその意味で使われている／
｢北航軟件論壇』（BEIHANGSOFTWAREFORUM）Jmy2004Volume2,Ｐ２ｏ
この部分の内容は『北京軟件産業発展藍皮書2005年」（"BlueBookofBejjing8）
掲載された内容を参考にまとめたもSoftwarclndustryDcvelopment2005”
のである。
この部分の内容は、２００５年に，中同現
に
2005年に，中同現地調査（ヒアリング調査）を行った際に９）
得られた情報に基づいてまとめたものである｡
梅澤隆・許海珠・石川淳「専門的・技術的労働者の国際労働力移動一看護・介
護分野とIＴ産業における主要課題一』（独立行政法人労働政策研究・研修機構
１０）
2006年）を参照されたい。
同注２，Ｐ､４１／同注４，P272o
同注４，Ｐ272。
11ノ
12）
13） 最近の日系企業は，オフショ ｱ開発の発注先の技術水準が向上したことを受け，
オフショア開発の発注を下流工程に限定せず、 中流工程（概要設計、詳細設計）
と上流工程（要求分析，システム設計）にまで拡大させている。そのため，受
注側に対する要求も昔の単純な開発工程（下流工程）を発注した時と比べて，
技術水準，特に業務知識に対する要求が高まっている。
同注４，P-l89。Ｊ
１
４
５
１
１
ショア開発が１Ｊ われる主な理由として， コストの削減効果ソフトウエアのオフ
人件費の安い途上国も経済が発展すれば，が挙げられる。しかし，
萱も上昇していく。し
やがて人件
徐卜国であってもいつまでもコストの削減効たがって，
果が得られる訳ではない。2004年，アメリカのオフシヨア開発の主な発注先の
インドでベンガル地方の賃金と不動産価格が，史上最高値を更新し，人件費．
ストが急速に増加し始めたと言われているｃ
各種の評価認証は，その分野における到達水準を図る評価基準として，産業界１６）
で広く認められているため，多くの企業は各種の評価認証取得を１つの目標と
して取り組んでいる。しかし，認証を取得しても，実際に本来到達すべき水準
に到達していない企業もあい 企業の実力を判断する際には， 資格認証以外の
評価も重視すべきであるｃ
『北京軟件産業発展藍皮書2005年」（"BlueBookofBeijmgSoftwareIndustry17）
Development2005,'）を参照されたい。
TATAコンサルタンシ－.サービシス（TOS）杜アドバイザーＲナラヤナ！18）
｢インドのＩＴ産業における人材育成」 2006年３月JILPT開催の国際シンポジウ
ムでの講演内容。
－３４－
中国のソフトウエア産業における人材育成 (冒干）
2004年，中国のソフトウエア産業の総従業員数は72万人に達したが，１，０００人
以上規模の企業は１％未満で，５０人以下の小規模の企業が６割を占めている。
１９）
1社当たりの平均規模は６８人で，インドと比べれば，その規模の小ささが分か
1000人以上規模の企業は100社以上あり， 1社当たりの従業員る。インドは，
規模も平均300 (『北京軟件産業発展藍皮舎2005年」へである ("BllleBookof
企業年報｣'２００６Ｅ４９／『中国企 」BeUmgSoftwarelndustlyDevelopment2005"）
年６月１２，，２３ロ。労働社会保障部ウエブサイトル
中国軟件産業年鑑「中国軟件産業発展研究報告｣（"AnnualRcport ofOhina２０）
Softwarelndustry"）2006年版Ｐ､５３４５３５を参照されたい。
Ｒナラヤナン．前掲論文を参照されたい。21）
22）
23）
同上ｃ
Dは，産業界のニーズに応えられる韓国政府が打ち出した４つの主要政策は，
うに大学学部課程のカリキュラム改革を実施する (予算額4,020万米ドル)，
の中核設計者を育成する
よ
②は，ＩＴ研究センター及びSOC（SystemonChip）
(予算額5,640万米ドル)，③は，人学特別プログラムによる研究者の再訓練を
実施する（予算額L560刀米ドル)，④は，専門的なＩＴ統計に基づくIＴ人材の
関連情報を強化する（予算額１００刀米ドル）／Cyu-neeHwangandJoong-man
1ee1“lTHnmanResourceDevelopmenLandManagelnentinKorca,2006,,2006
年３月，JlLPT開催の|玉Ⅱ祭シンポジウムでの講演内容（
同上。
中国軟件産業年鑑
SoltwarlndustIy,,）
同注４，Ｐ７４。
｢日本経済新聞」２（
24ノ
25） [中国軟件産業発展研究報告'1１ ("AnnualReporLofOhina
2005年版，Ｅ144。
26ノ
27） 2007年４月７日。
平成１８年度文部科学省科学研究費助成 (基盤研究Ｂ，課題番号付記）本稿は，
16330079）による研究成果の一部であるｃ
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－３５－
中国のソフトウエア産業における 人材育成（許）
Softwarelndustry2000～2007,,） (2000～2007年版)c
lokBeijmgSoftwarelndustryDevelopment４．ｉ北京軟件発展藍皮書」（"BlueＢｏｏｋ
2005,,）2005年版。
ソフトウエア海外調査研究会箸「中国オフショア開発ガイ ﾄﾞ」コンビュータエ5．
ｼﾞ社、２００５年。
白木三芳編著『チャイナ.シフトの人的資源管理』白桃書房，2005年。
梶浦雅已著『ＩＴ業界標準』又眞堂，2005年。
天野倫文箸「東アジアの国際分業とL１本企業』有斐閣，2005年。
■
□
■
■
〆ｈｕ）庁ｊⅡ（】（〕、〕〉 JILPT調査シリーズ『専門的・技術的労働者の国際労働 "移動一看護. 介護分
２００６野とIＴ産業における主要課題一｣’ 独立行政法人労働政策研究・研修機構，
年1，
閣下稔・板木雅彦・中川涼司編 ｢サービス多国籍企業とアジア経済」ナカニシ1０．
ヤ出版．２００６年【
天野倫文．大木博已編署『中国企業の国際化戦略」ジェトロ，2007年。
丸川知雄著『現代中国の産業一勃興する中国企業の強さと脆さ』中公新書，
1１．
１２．
2007年。
13,沓沢度太郎『日中合作一中国ＮＣ」ソフト企業誕生の物語』小学館スクウエア，
2007年。
－３６－
